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研究成果の概要（和文）： 本研究で私たちは、東アジアにおける社会統治・統合と自己修養を

語る普遍的な「言葉」として大きな力を有した儒学言説が、中国宋代、日本江戸前期において、

どのようなプロセスで社会的意味を持つに至り、人間理解の基盤を形成したかを、個々の言説

形成の型を対照比較することを通して、明らかにしようとした。以上の課題に即して、儒学テ

キストが、実際いかに「読まれ」血肉化したかという点から「訓読」論という新たな問題領域

を開発し、他方、経書の一つ『中庸』を取り上げ、その多様な解釈の姿を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The discourse of Confucianism had a substantial influence as a universal “language” 

to discuss social rule/unity and cultivation of one’s mind in East Asia.  This study, 
by contrasting/comparing among various types of individual discourse in its formation 
process, attempts to clarify how and through what process the discourse of Confucianism 
had come to bear social meaning and laid the foundation for understanding human-beings 
in Sung Dynasty of China and Early Edo Period in Japan. To explore this further, this 
study has also developed a novel subject area of study, i.e. “Kundoku ( Japanese reading 
of Chinese Classics)” Theory, from the perspective of how Confucian texts were “read” 
in practice and body and soul of the contemporaries enriched.  In parallel the Doctrine 
of the Mean of the Chinese Classics was highlighted in order to clarify how in a variety 
of manners it can be interpreted. 
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１．研究開始当初の背景 
 ①「近世的思考様式」形成の過程を、東ア

ジアにおける世界時間の展開の視野の
下に再考する、基盤環境が形成された。 

  本研究担当者の個々の研究蓄積の総合
化による、新研究領域の開拓が期待され
た。 

 ②日本、中国の思想史研究専門家の相互乗
り入れによる総合的研究の準備がなさ
れた。「近世的思考様式」という課題を、
日本思想史内部の問題、あるいは中国思
想史内部の問題として狭く捉えてきた、
従来の研究スタイルの脱却が求められ
た。 

 ③実地調査、巡検を踏まえての思想形成と
当該社会の実態とを総合して検討する
ことの重要性が共通に認識された。近年
の思想史、哲学史研究と社会文化史の融
合の成果を取り入れることが求められ
た。 

 
２．研究の目的 
 ①近世東アジアにおいて共通の言語とな

った朱子学言説の、個々の社会内での定
着化過程を、テキストの受容、解釈の展
開の中で、具体的に明らかにすること。
特に中国、日本双方の当該社会のあり方
と、知識人の位相、知識の流通の側面か
ら、問題を統合的に解明すること。 

 ②影響史的、交流史的視点を超えて真の学
際的視野から、新たな問題領域を開拓す
ること。大きな「思考枠組み」が、東ア
ジア世界に共有のものとして立ち現れ
るさまを、日・中の思想史の視点から、
思想史の断面図として、構造的、理論的
に提示すること。 

 ③「近世的思考」のありさまを、儒学テキ
ストに即して、次の二つの側面、ソフト
（テキストの「読まれかた」）、ハード（テ
キストの流通）の両側面から鮮明化する
こと。そして、それをさらに大きく世界
史的時間の中に置き直して考察するこ
と。 

 
３．研究の方法 
 ①日本思想史の方法と中国思想史の方法

との相互乗り入れを、具体的分析作業を
通じて実現する。素材・課題としては、
「訓読」という「方法」への、東アジア
思想世界からの再定義、四書の一つ『中
庸』解釈の展開の位相を通観することを
共通研究において採用した。 

 ②中国、日本における、実地調査を踏まえ

て、学説のテキスト化、社会内化を現場
の視点から再検証する。中国においては、
福建省を中心に、朱子学派の成立場面を
その社会構造、共同体の位相とともに検
証し、日本においては、土佐南学派、お
よび薩南学派の学問形成場面を、検証し
た。 

 ③（①に述べたように）共通重要課題を二
つ設定し、国際シンポジウム等を踏まえ
て、その成果を公開する。中国、韓国、
台湾等東アジ諸地域の研究者との討議
を経て、問題の共有を図る。 

 
４．研究成果 
 ①各年度ほぼ４～５回開催した合同研討

会議を踏まえて、公開シンポジウム 2回、
ワークショップ 2回を実現した。 

  （各シンポジウム、ワークショップの内
容は以下の通り） 

  ・公開シンポジウム：「「課題」としての
「訓読」－異文化理解と日本伝統文化の
形成－、広島大学、2006 年 7 月 29 日 

  ・公開国際シンポジウム：「「儒学テキス
トを通しての近世的思考様式の形成－
日中における対照的研究－」、大阪大学
中之島センター、2008 年 12 月 13－14 日 

  ・「にんぷろ」ワークショップ：「東アジ
アにおける〈訓読〉の思想文化」、九州
大学、2007 年 7 月 21 日 

  ・「にんぷろ」ワークショップ in 東京： 
  東京大学、2008 年 7月 26 日 
 ②共同研究作業の成果として、共著４冊を

企画し、1 冊をすでに期間中に刊行し、
残りの著書も順次刊行予定である。 

  （ 各 企 画 の 内 容 は 以 下 の 通 り ）         
1）『「訓読」論－東アジア漢文世界と日 
本語の形成－』、勉誠出版、2008 年 10 月
刊行済。内容は（ ）内参照。 

    (「なぜ、いま「訓読」論か」、「「訓読」
の思想史」、「近代における「漢文直読」
の由緒と行方」、「ビジン・クレオール語
としての「訓読」」、「ベトナム語の「訓
読」と日本語の「訓読」」、「日本におけ
る訓点資料の展開」、「近世における漢文
訓読法の変遷と一齋点」、「漢文訓読体と
「敬語」」、「国語施策と訓点語学」、「〈訓
読〉問題と古文辞学」、「表現文法の代用
品としての漢文訓読」、「日本漢文の訓読
とその将来」、「漢文訓読の現象学」) 

  2）『「訓読」論Ⅱ－東アジア漢文世界の
形成－』、勉誠出版、2010 年夏刊行予定。 

  予定内容は（ ）内参照。 
  （「文字の言語化」、「琉球における「漢



文」読み」、「漢文の訓読、階層性、トポ
ス－『春香伝』の「千字文プリ」を手が
かりに」、「唐通事の官話受容」、「江戸期  
における白話小説の翻訳小説の訓読」、 
「明治・大正期の漢文教科書」、「言語面
からみた満州語性理字義文献」、ほか） 
3）『江戸期四書注釈論－東アジア海域交
流から考える－』（仮）、汲古書院から
刊行予定。内容予定は（ ）内参照。 

 （「東アジア海域文化交流からみる四
書注釈論」、「中国における中庸注釈の
展開」、「王権と中庸－朝鮮期における
－」、「徳川儒教と中庸」、「東アジアの
中の林羅山」、「荻生徂徠の中の「中
国」」、「近世琉球と朱子学」、「江戸期
の中庸解釈・中庸論:山崎闇斎と崎門
学派、山鹿素行、伊藤仁齋、荻生徂徠、
懐徳堂学派、大田錦城、寛政正学派、
陽明学派等の中庸解釈」、「朱熹『中庸
章句』『中庸或問』論点解説、等」 

  4）「にんぷろ講座」第五巻『「訓読」か
ら見直す東アジア』（仮）、刊行予定。 

   内容予定は（ ）内参照。 
   （「「課題」として「訓読」を捉え直す

こと」、「異文化理解の方法として「訓読」
を捉え直す」、「東アジアにおける「知」
の体内化と漢文の受容」、「「訓読」とと
もに形成された日本文化」、「「訓読」論
からの視点」、ほか） 

  ③「訓読」論という新たな研究領域を開拓し
世に問うとうとともに、『中庸』テキストの
解釈史に関しても、従来の個別分野を超え
た視点から、その東アジア的展開の様相を
まとめ、著書として刊行予定である。また、
すでに公刊・報告した成果は多領域の研究
者から高い評価を受けている。 

 
５．主な発表論文等 
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